
第 54 号 令和 7年 2月 28 日

「  図案家・中  山  冝  一　展  」

～ 図案帖『國華』から見る宮中染織デザイン ～

昨年秋、東京都港区立郷土歴史館様が特別企画展「ある図案家の仕事」を開催された。そ
の中で富山県立工芸学校図案絵画科を一期で卒業（明治 37）された図案家・中山冝一氏に焦
点を当て、大変よく調査研究をなされ当時の図案絵画（デザイン）の仕事の様子がざっと１
世紀の隔たりを越えて直接的に理解された。この展示のメインは氏のお手製図案帖「國華」
である。ご家族の寄贈により、郷土歴史館様の開催動機となった。そのほか関連資料として
旧高岡工芸学校所蔵の同時代図案絵画科所属生徒の課題制作々品も多く展示していただいた。
詳細は本誌企画展の項を参照してください。

はぐくみ会だより（1）
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第
31
回 

青
井
中
美
展

11
月
15
日（
金
）～

 

12
月
1
日（
日
）

　

県
内
36
校
の
中
学
校
か
ら
420
点
の
応
募
が
あ
り

281
点
が
入
選
し
た
。（
内
入
賞
は
26
点
）

　
（�

絵
画
部
門
219
点�

内
147
点
入
選
、
彫
刻
・
工
芸

部
門
102
点�
内
70
点
入
選
、
デ
ザ
イ
ン
部
門
99

点�

内
64
点
入
選
）

賞 科 課　　題　　名 氏　　　　　　　名

優　
　
　

秀　
　
　

賞

機　　 械 走行機能付きドライブシミュレータ千葉　拓実・伊藤　和真・上坂　駿斗・浦上　大翔・清原莉希哉・横山　琉

電子機械 計算ゲームのソフトと筐体の製作 宮木　大介・宮下宗一郎・二口旬太郎・坂口　大和・佐藤　隆人・島田　煌大

電　　 気 フェンシングゲームの製作 和田　侑大・前田　琉翔・早川　瑛球・水木　大翔・
高柳　蓮

建　　 築 双開一結　～双方に開き一つに結ぶ住まい～ 名田　　纏・林　　稜都・原　　瑛慎

土木環境 僕らの錬金術～クヴァルテットマジシャン～ 永森　琥安・濵屋　充蔵・福田　和輝・村田　乙桜

工　　 芸 リトルマンミニファクトリー 本保　詩織

デザイン・
絵画 空模様の風呂敷の提案 福本梛美音

令
和
6
年
度 

課
題
研
究
表
彰
者
一
覧

令和 6 年度  課題研究作品展 各学科で選ばれた作品を展示した。

● 富山県教育委員会教育長賞
�　「�Green�」
　高岡市立五位中学校
　２年　中田　春愛

● 富山県知事賞
�　「�正　月�」
　南砺市立福野中学校
　３年　宮崎　真菜

● 青井大賞
�　「�いななき�」
　南砺市立平中学校
　３年　辻　由紀乃

2月 22日（土）～ 3月 3日（月）

はぐくみ会だより （2）
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３
月
16
日（
土
）～
４
月
14
日（
月
）

　
工
芸
科
作
品
展2024

か
ら
感
じ
た
こ
と

 

26
Ｈ　

玉
井　

健
慎

　

自
分
は
こ
の
作
品
展
を
通
し
て

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
自
分
と
は
異
な
る
視

点
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
展

示
し
て
あ
る
作
品
の
中
に
は
、
自

分
に
は
思
い
つ
か
な
い
ア
イ
デ
ア

で
制
作
し
て
あ
る
も
の
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
切
断

し
て
形
が
変
形
し
た
銅
版
を
一
つ

の
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
捉
え
、
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
と
し
て
利

用
す
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
で
す
。
自
分
は
こ
の
作
品
か
ら
、

た
だ
自
分
の
考
え
て
い
た
作
品
案
の
ま
ま
制
作
す
る
の
で

は
な
く
、
偶
発
的
に
発
見
し
た
良
い
と
思
っ
た
も
の
を
臨

機
応
変
に
取
り
入
れ
る
と
い
う
考
え
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
先
輩
方
が
制
作
さ
れ
た
作
品
か
ら
も
色
々
な
こ

と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
、
自
分
が
二
年
生

か
ら
選
択
し
た
金
工
コ
ー
ス
の
作
品
か
ら
は
、
形
や
模
様

な
ど
参
考
に
な
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
他
に

も
、
自
分
が
こ
れ
か
ら
制
作
す
る
作
品
の
事
例
を
知
る
こ

と
で
、
自
分
の
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
す
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

先
輩
方
の
作
品
か
ら
感
じ
た
良
さ
や
ア
イ
デ
ア
を
、
こ
れ

か
ら
の
作
品
制
作
に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し

た
。 企

画
展

工
芸
科
作
品
展2024

３
月
16
日（
土
）～
４
月
14
日（
月
）

 

37
Ｈ　

梶
川　

恵
那

　

部
内
の
Ｔ
チ
ー
ム
か
ら
は
、
絵
画
、
ポ
ス
タ
ー
、
小
物

デ
ザ
イ
ン
研
究
部
展

な
ど
の
自
主
制
作
品
を
、

Ｆ
チ
ー
ム
か
ら
は
、
リ
メ

イ
ク
品
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

ア
イ
テ
ム
な
ど
テ
ー
マ
に

沿
っ
た
衣
装
を
展
示
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
作

品
の
展
示
は
部
員
全
員
が

参
加
し
、
協
力
し
て
会
場

を
創
り
ま
し
た
。
平
面
作

品
は
、
は
っ
き
り
と
し
た
色
合
い
で
目
を
引
く
展
示
が
多

く
、
立
体
作
品
は
、
展
示
の
仕
方
に
、
各
自
の
工
夫
が
あ
り
、

面
白
く
興
味
が
わ
く
よ
う
に
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
の
作
品
は
、
パ
ネ
ル
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
読
む
こ
と

で
違
っ
た
見
え
方
に
な
り
ま
し
た
。
ど
の
作
品
か
ら
も
強

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
感
じ
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
研
究
部
は
、

各
々
が
興
味
の
あ
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
す
が
、

こ
こ
で
出
会
っ
た
仲
間
と
の
共
同
制
作
も
楽
し
み
の
一
つ

だ
と
思
い
ま
し
た
。
個
性
が
光
る
作
品
が
多
く
、
部
員
の

内
面
が
写
し
出
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
楽
し
く
鑑
賞
で
き

る
展
示
に
で
き
た
と
思
い
ま
し
た
。
今
回
の
デ
ザ
イ
ン
研

究
部
展
で
、
互
い
の
良
い
と
こ
ろ
を
再
発
見
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
互
い
を
高
め
あ
っ
て
活
動

し
て
い
き
た
い
で
す
。

６
月
９
日（
日
）～
６
月
23
日（
日
）、7
月
7
日（
日
）～
7
月
31
日（
水
）

　

表
紙
で
も
紹
介
し
た
中

山
冝
一
氏
は
、
本
校
卒
業

後
、
東
京
高
等
工
業
学
校

の
教
授
井
出
馬
太
郎
に
師

事
、
ま
た
同
時
に
高
島
屋

東
京
店
勤
務
、
を
へ
て
独

立
自
営
し
た
（
明
治
43
）。

　

図
案
帖　
『
國
華
』
は
彼

の
生
涯
の
仕
事
の
集
大
成

さ
れ
た
も
の
。
実
物
は
保

存
維
持
が
難
し
い
た
め
博

物
館
よ
り
写
真
デ
ー
タ
を

借
り
て
パ
ネ
ル
化
し
た
も

図
案
家
・
中
山
冝
一
展

７
月
７
日（
日
）～
７
月
31
日（
水
）

◆ 

同
窓
生
作
品
展
出
品
者
（
50
音
順
）

　
　

猪
原　
　

惟　

岩
城　

大
介　

太
田
紀
久
雄

　
　

奥
川　

克
臣　

河
上　

健
三　

米
納　

睦
子

　
　

坂
井　
　

茂　

笹
波　

美
恵　

島
田　

一
子

　
　

炭
谷　

尚
夫　

寺　
　

直
彦　

中
嶋　

真
也

　
　

中
山　

裕
晃　

花
嶋
伊
都
子　

般
若　
　

保

◆ 

教
職
員
出
品
（
50
音
順
）　

　
　

石
黒　

律
子　

大
瀧　

洋
平

　
　

菅
原　
　

幸　

鈴
木
甲
一
郎

　
　

中
川　

明
美　

野
畠　

峰
彦

◆ 

同
時
開
催

　
　

 

工
芸
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

第
30

回�

高
岡
市
民
美
術
展
の
受
賞

･

入
選
作
品

同
窓
生
作
品
展　
～
教
職
員
・
卒
業
生
～

の
を
展
示
し
た
。

　

中
で
も
注
目
す
べ
き
は
大
正
・
昭
和
初
期
の
宮
中
装
束

の
布
生
地
図
案
の
成
立
が
高
島
屋
百
貨
店
と
の
や
り
取
り

を
通
し
て
実
現
さ
れ
る
様
子
が
リ
ア
ル
に
見
え
、
そ
し
て

理
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
。
そ
の
他
、
履
物
や
、
ト
ロ
フ
ィ
ー
、

ボ
ン
ボ
ン
入
れ
な
ど
種
々
の
デ
ザ
イ
ン
を
中
山
氏
が
手
掛

け
た
と
こ
ろ
が
見
え
る
こ
と
だ
。
ま
た
彼
は
、
仕
事
の
か

た
わ
ら
農
展
を
中
心
に
各
種
展
覧
会
に
も
参
加
し
、
受
賞

歴
も
見
ら
れ
る
。
な
か
で
も
雅
号
に
「
古
城
」
を
用
い
て

く
だ
さ
っ
た
こ
と
は
富
山
県
高
岡
市
民
と
し
て
は
栄
誉
で

あ
り
、
ま
た
遠
く
東
京
か
ら
故
郷
を
思
わ
れ
た
氏
の
切
な

き
内
面
も
う
か
が
わ
れ
る
。

　

こ
の
展
示
は
好
評
で
、
入
館
者
よ
り
い
ろ
い
ろ
質
問
や

感
想
が
多
か
っ
た
こ
と
。
ま
た
ご
親
族
も
わ
ざ
わ
ざ
東
京

か
ら
来
訪
さ
れ
、
工
芸
学
校
創
立
130
周
年
事
業
の
１
つ
に

も
な
っ
た
。

※�

7
月
7
日
（
日
）
か
ら
開
催
予
定
の
収
蔵
作
品
を
中
山

冝
一
展
に
変
更
し
た
。
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第156回 第155回

奥
川
克
臣
作
陶
展

�

4
月
28
日（
日
）～
5
月
19
日（
日
）

 

奥
川　

克
臣
（
Ｓ
39　

窯
業
科
卒
）

　

私
＝
奥
川
克
臣
は
本
校
卒
業
後　

武
蔵
野
美
術

大
学
で
洋
画
を
学
ん
だ
の
ち
愛
知
県
の
常
滑
で
陶
芸
修
行

を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
小
矢
部
市
に
戻
り
、
現

在
の
安
養
寺
で
夜
夫
奈
美
窯
（
や

ぶ
な
み
が
ま
）
を
開
い
て
お
り
ま

す
。

　

用
い
る
黒
土
は
工
房
近
く
の
も

の
で
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
し
て
造
形
・

加
飾
の
あ
と
薄
く
白
土
を
か
ぶ
せ

焼
成
し
ま
す
。
釉
薬
は
主
に
長
石

釉
を
用
い
て
い
ま
す
。
作
品
の
特

徴
は
身
近
で
す
ぐ
に
使
え
る
「
う

つ
わ
も
の
」
を
割
合
多
く
つ
く
り
、

今
回
は
特
に
「
か
き
落
と
し
」
も

の
を
多
く
展
示
い
た
し
ま
し
た
。
色
は
白
色
の
中
に
地
の

色
で
文
様
が
や
わ
ら
か
く
見
え
隠
れ
す
る
上
品
で
優
し
い

感
じ
を
出
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
一
方
で
陶
石

を
用
い
、
高
温
で
焼
成
す
る
磁
器
に
近
い
か
っ
ち
り
し
た

作
品
も
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　

展
示
発
表
は
、
コ
ロ
ナ
前
は
東
京
の
京
王
デ
パ
ー
ト
で
、

グ
ル
ー
プ
と
個
人
で
年
２
回
ほ
ど
、
県
内
で
年
１
回
行
っ

て
い
ま
し
た
が
現
在
は
個
展
の
み
ひ
ら
い
て
お
り
ま
す
。

寺
直
彦
木
創
展

～
富
山
木
象
嵌
工
芸
会
作
品
展
～

�

４
月
28
日（
日
）～
５
月
19
日（
日
）

 

寺　
　

直
彦
（
Ｓ
61　

工
芸
科
卒
）

　

こ
の
度
は
自
身
５
回
目
の
個
展
、
そ
し
て
富
山
木
象
嵌

同
窓
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー

同
窓
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー

１
月
18
日（
土
）～
２
月
９
日（
日
）
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中
村　
　

栞

　
「
第
９
回
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｄ
に
参
加
し
て
」

　

私
は
、
今
回
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｄ

か
ら
沢
山
の
学
び
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
ず
、
１
年
生
の
実
習
作
品

展
示
に
は
エ
ア
ブ
ラ
シ
、
デ
ッ
サ

ン
、
表
現
技
法
、
レ
タ
リ
ン
グ
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。
エ
ア
ブ
ラ
シ

は
絵
の
具
の
色
を
調
節
し
て
立
体

的
に
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
遠
く
か
ら
見
る
と
立
体
感
の

あ
る
作
品
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

レ
タ
リ
ン
グ
で
は
綺
麗
に
文
字
を
描
く
の
は
勿
論
、
自
分

を
表
現
す
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
１
人
１
人
の
個
性
が
出
る
よ

う
工
夫
さ
れ
た
作
品
が
多
く
、
ど
れ
も
魅
力
的
で
し
た
。

表
現
技
法
で
は
「
友
人
の
紹
介
」
を
テ
ー
マ
に
制
作
さ
れ

て
お
り
、
決
ま
っ
た
枠
の
中
に
ど
う
配
置
す
る
か
、
何
を

描
い
て
何
を
貼
る
か
、
ど
う
観
る
人
に
伝
え
る
か
等
、
作

品
そ
れ
ぞ
れ
に
味
が
あ
り
思
わ
ず
見
入
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
２
年
生
の
作
品
は
ア
ク
リ
ル
画
や
デ
ザ
イ
ン
系
４
コ
ー

ス
の
作
品
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
の
作
品
も
、
さ
す
が
先
輩
！

と
言
わ
ん
ば
か
り
の
迫
力
や
丁
寧
さ
が
あ
り
、
圧
倒
さ
れ

ま
し
た
。
自
分
た
ち
も
進
級
し
た
ら
、
こ
の
よ
う
な
作
品

を
創
る
の
か
と
思
う
と
胸
が
躍
り
ま
し
た
。
自
分
も
１
年

後
、
後
輩
に
格
好
良
い
と
思
わ
れ
る
先
輩
に
な
り
た
い
、

と
思
い
ま
し
た
。

第
9
回
デ
ザ
イ
ン・絵
画
科　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｄ

12
月
８
日（
日
）～
１
月
12
日（
日
）

　

県
内
作
家
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
展

「Continuation　

︱
つ
く
り
つ
づ

け
る
理
由
︱
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

高
岡
工
芸
高
校
の
卒
業
生
な
ど

を
含
む
20
代
〜
50
代
の
メ
ン
バ
ー

で
構
成
さ
れ
、
計
36
点
の
作
品
を

出
品
し
ま
し
た
。
作
家
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
安
達
陽
子
（
木
彫
）、

五
十
嵐
慧
（
木
工
家
具
）、
笹
波

美
恵
（
木
彫
師
）、
鈴
木
甲
一
郎

（
木
工
）、
谷
口
知
美
（
日
本
画
・

立
体
造
形
）、
千
代
狛
（
創
作
人
形
）、
星
野
黒
輝
昭
（
平

面
）、
堀
内
章
代
（
和
紙
造
形
）、
宮
本
明
日
香
（
絵
画
）、

C
o

ntinuatio
n

　
︱
つ
く
り
つ
づ
け
る
理
由
︱

の
９
名
と
な
り
ま
す
。
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
が
揃
っ
た
個
性

豊
か
な
展
示
と
な
り
、
ま
た
各
作
家
が
制
作
を
始
め
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
出
来
事
や
継
続
し
て
い
る
理
由
を
文
章
に

纏
め
て
作
品
と
と
も
に
パ
ネ
ル
展
示
し
、
来
場
者
の
方
々

に
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
と
趣
向
を
凝
ら
し
ま
し
た
。

丁
度
、
学
期
末
の
時
期
の
開
催
だ
っ
た
事
も
あ
り
、
も
の

づ
く
り
を
学
ん
で
ら
っ
し
ゃ
る
同
校
の
生
徒
さ
ん
に
、
鑑

賞
し
て
も
ら
え
る
時
間
が
多
か
っ
た
事
も
と
て
も
嬉
し
い

出
来
事
で
し
た
。
と
て
も
充
実
し
た
展
示
を
さ
せ
て
頂
き
、

大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

8
月
4
日（
日
）～
8
月
25
日（
日
）

 

富
山
大
学
教
授　

辻
合　

秀
一

　

令
和
５
年
は
、
富
山
で
日
本
図
学
会
全
国
大
会
やCG

の

大
会
で
あ
るN

ICO
GRA

PH

の
開
催
に
尽
力
し
た
た
め
、

图
（
ふ
ゆ
を
か
こ
む
）
展
は
２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
富
山
大
学
芸
術
文
化
学
部
の
辻󠄀
合
研
究
室
は
、
図

を
中
心
と
し
た
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
図
」
は
、
中
国

語
の
漢
字
で
「
图
」
と
書
き
ま
す
。
く
に
が
ま
え
の
中
に

冬
と
い
う
字
の
構
成
が
、
雪
国
富
山
を
連
想
で
き
る
の
で
、

辻󠄀
合
研
究
室
の
展
示
を
图
（
ふ
ゆ
を
か
こ
む
）
展
と
し
ま

し
た
。
辻󠄀
合
研
究
室
の
在

校
生
と
卒
業
生
そ
し
て
三

上
拓
哉
特
命
助
教
を
加
え

た
20
人
の
作
品
を
展
示
し

ま
し
た
。
写
真
、イ
ラ
ス
ト
、

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
、
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
、
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ

ブ
な
作
品
な
ど
を
並
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

末
筆
と
は
な
り
ま
し
た
が
、
高
岡
工
芸
高
等
学
校
と
の

御
縁
に
よ
り
青
井
記
念
館
美
術
館
で
開
催
で
き
ま
し
た
こ

と
を
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第
3
回 

图（
ふ
ゆ
を
か
こ
む
）展

はぐくみ会だより （4）はぐくみ会だより （4）



第159回

第157回

第158回

工
芸
会
の
皆
様
と
３
回
目
と
な
る

合
同
展
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

昨
年
に
続
き
教
養
講
座
と
題

し
、
会
期
中
に
生
徒
さ
ん
方
に
お

話
を
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

富
山
木
象
嵌
継
承
者
の
一
人
で
あ

る
妻
か
ら
、
富
山
木
象
嵌
の
歴
史

と
会
の
活
動
を
、
私
か
ら
は
作
品

に
対
す
る
思
い
と
、
こ
れ
か
ら
の

世
代
に
向
け
て
「
挑
戦
す
る
こ
と

の
大
切
さ
」
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

思
え
ば
高
校
卒
業
か
ら
38
年
の
年
月
が
経
ち
、
一
度
は
諦

め
か
け
た
創
作
活
動
を
９
年
前
か
ら
再
開
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
う
し
て
母
校
で
個
展
を
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
も
一
重
に
縁
す
る
方
々
の
お
陰
と
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
日
々
感
謝
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
も
生
涯
挑
戦
す

る
思
い
を
忘
れ
ず
、
そ
し
て
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ

う
な
自
分
を
目
指
し
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
こ
の
度
も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〔  

Ｗ
Ｈ
Ｏ　
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
？  

〕

　
　
中
嶋
真
也　
写
真
展

�

６
月
９
日（
日
）～
６
月
23
日（
日
）

 

中
嶋　

真
也
（
Ｈ
27　

デ
ザ
イ
ン
・
絵
画
科
卒
）

　

青
井
記
念
館
美
術
館
で
の
展
示
は
、
今
回
が
２
回
目
と

な
り
ま
す
。
お
声
が
け
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

今
回
の
展
示
は
、
生
活
の
ふ
と
し
た
瞬
間
や
、
撮
影
現

場
で
の
小
さ
な
発
見
な
ど
を
写
真
に
収
め
、
デ
ザ
イ
ン
や

絵
画
な
ど
の
意

識
の
も
と
ト
リ

ミ
ン
グ
を
行
い

ま
し
た
。

　

記
録
と
し
て

の
写
真
で
は
な

く
、
よ
り
グ
ラ

フ
ィ
カ
ル
で
概
念
的
な
観
点
で
作
品
を
選
び
ま
し
た
。

　
「
曖
昧
」
と
い
う
メ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
の
元
、
第
三
者
が

観
て
各
々
で
想
起
す
る
こ
と
で
完
成
す
る
作
品
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

高
校
時
代
に
聞
い
た
「
ま
ず
構
図
！
」
と
い
う
、
あ
る

先
生
の
一
言
は
今
で
も
覚
え
て
い
て
、
そ
の
言
葉
が
今
の

自
分
に
大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
て
、
作
品
を
作
る
上
で

の
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
は
、
新
潟
、
東
京
等
と
住
居
を

転
々
と
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
長
野
県
に
拠
点
を
移
し
、
写
真
映
像
作
家
兼
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
夫
婦
で
自
家
焙
煎
の
珈
琲
屋
も
運
営
し
て
い
ま

す
。

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
な
っ
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
忙
し
な
い

日
常
を
送
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
自
分
の
感
性
を
忘

れ
な
い
よ
う
に
日
々
作
品
づ
く
り
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

　

富
山
県
内
で
作
品
展
示
を
す
る
機
会
が
あ
ま
り
無
か
っ

た
の
で
、
今
回
こ
の
充
実
し
た
環
境
で
広
々
と
展
示
を
さ

せ
て
い
た
だ
け
て
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
引

き
続
き
、
こ
の
場
所
で
作
品
展
示
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
の
で
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

高
岡
市
展
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
二
人
展

�

８
月
４
日（
日
）～
８
月
25
日（
日
）

　
　
　

神
代
亞
紀
男
（
ｓ
37　

電
気
科
卒
）

　
　
　

佐
藤
カ
オ
ル
子
（
ｓ
39　

デ
ザ
イ
ン
科
卒
）

　

佐
藤
カ
オ
ル
子
氏
と
神
代
亞
紀
男
の
二
人
展
で

は
、
楽
し
い
思
い
出
づ
く
り
が

で
き
ま
し
た
。

　

高
岡
工
芸
高
校
電
気
科
と
デ

ザ
イ
ン
科
を
ほ
ぼ
同
時
期
に
学

ん
だ
二
人
が
、
青
井
記
念
館
美

術
館
で
作
品
展
示
し
、
同
窓
生
、

友
人
、
画
人
の
多
く
の
ご
来
館

を
賜
り
、
嬉
し
い
思
い
と
更
な

る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
学
び
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

佐
藤
氏
は
人
物
像
を
主
体
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
世
界
を
表
現
し
、
画
人
か
ら
も
一
目
お

か
れ
て
い
る
素
晴
ら
し
い
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
作
家
で
す
。

反
面
、
私
は
、
草
花
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
に
細
密
な
自
然
表

現
で
あ
り
、
二
人
の
作
品
は
、
逆
対
面
に
あ
り
ま
す
。

　

会
場
で
は
、
学
生
時
代
の
逸
話
に
ア
ジ
サ
イ
満
開
で
し

た
。
数
々
の
発
表
で
受
賞
を
重
ね
て
制
作
す
る
佐
藤
氏
、

他
方
、
趣
味
の
世
界
を
制
作
し
て
き
た
の
が
神
代
で
す
。

終
活
の
一
つ
と
し
て
の
展
観
は
、
多
く
の
皆
様
に
ご
高
覧

い
た
だ
い
た
感
謝
感
謝
で
す
。

工
芸
建
築
科
同
窓
会
展

�

９
月
８
日（
日
）～
９
月
21
日（
土
）
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早
苗　

隼
生

「
工
芸
建
築
科
同
窓
会
展

を
見
学
し
て
」

　

私
は
今
日
、
高
岡
工
芸
高
校
の

建
築
科
同
窓
会
作
品
展
を
見
学
し

ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
特
に
印
象

に
残
っ
た
の
が
、
千
利
休
の
「
守

破
離
」
と
い
う
考
え
で
す
。
昔
か

ら
長
年
に
わ
た
っ
て
引
き
継
が
れ

て
き
た
伝
統
を
守
り
な
が
ら
、
打

ち
破
り
新
し
い
も
の
を
取
り
入
れ

て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
い
う
、
そ
こ
に
あ
る
基
本

精
神
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
こ
の

掲
示
物
の
真
ん
中
に
は
大
き
く
、「
伝
統
×
革
新
」
と
書
い

て
あ
り
、
今
の
社
会
が
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
が
テ
ー
マ

に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
ず
っ
と
引
き
継
が
れ
て

き
た
伝
統
は
、
簡
単
に
は
消
せ
な
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
中
で
新
し
い
文
化
を
取
り
入
れ
た
り
、
昔

と
は
１
つ
違
う
工
夫
を
取
り
入
れ
た
り
す
る
こ
と
で
、
よ

り
よ
い
も
の
が
た
く
さ
ん
で
き
て
い
る
の
だ
と
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
建
築
関
係
の
話
を
例
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
考
え
は
こ
れ
か
ら
大
人
に
な
り

様
々
な
経
験
を
し
て
い
く
私
た
ち
に
と
っ
て
、
ど
ん
な
場

合
で
も
大
切
に
し
て
い
く
べ
き
考
え
だ
と
、
私
は
こ
の
作

品
展
で
感
じ
ま
し
た
。
先
輩
方
の
数
々
の
優
れ
た
作
品
か

ら
、
多
く
の
刺
激
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

はぐくみ会だより（5） はぐくみ会だより（5）



第160回

  

工
芸
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー

�

（
現
役
生
徒
の
た
め
の
コ
ー
ナ
ー
）

 

７
月
７
日（
日
）～
７
月
31
日（
水
）

　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　

27
Ｈ　

前
野　

彩
乃

　
　

個
展
を
開
催
し
て　
　

　

今
回
、
青
井
記
念
館
美
術
館
に
て
人
生
初
の
個
展
「
前

尚
美
展
企
画
展
　 

　
～
文
化
部
作
品
展
～

９
月
29
日（
日
）～
10
月
27
日（
日
）

 

写
真
部　

37
Ｈ　

山
本　

悠
釉

　

私
た
ち
写
真
部
は
、
青
井
記
念
館
美
術
館
で
行
わ
れ
た

尚
美
展
企
画
展
に
、
作
品
を
１
人
１
点
ず
つ
出
展
し
ま
し

た
。
今
年
は
本
校
創
立
130
周
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
た

く
さ
ん
の
方
々
が
来
場
さ
れ
、
私
た
ち

の
作
品
を
見
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
出
展
作
品
に
は
決
ま
っ
た

テ
ー
マ
は
な
く
、
猫
や
花
火
な
ど
を
被

写
体
に
し
た
、
何
気
な
い
日
常
の
瞬
間

を
撮
影
し
た
作
品
を
出
展
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
個
人
で
の
撮
影
活
動
の
他
に
、

学
校
行
事
で
も
撮
影
活
動
を
行
っ
て
お

り
、
今
年
の
尚
美
展
で
は
、
運
動
会
の

ス
ナ
ッ
プ
写
真
も
多
数
展
示
し
ま
し
た
。
予
想
以
上
に
た

く
さ
ん
の
方
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
大
変
励
み
に

な
り
ま
し
た
。
写
真
部
員
が
撮
影
し
て
い
る
姿
を
見
つ
け

た
ら
、
生
徒
の
皆
さ
ん
が
カ
メ
ラ
に
向
か
っ
て
笑
顔
で
ポ
ー

ズ
を
と
っ
て
く
だ
さ
っ
た
ら
、
今
後
よ
り
一
層
張
り
切
っ

て
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
、
色
鮮
や
か
な
記
録
を
残
す
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
、
日
頃
頑
張
っ
て
い

る
私
た
ち
の
活
動
の
成
果
を
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
見
て

い
た
だ
け
る
機
会
を
い
た
だ
き
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
館
活
動
の
大
き
な
柱
の
１
つ
と
し
て
地
域
貢
献

（
収
蔵
品
公
開
、
地
域
作
家
招
待
な
ど
）・
現
役
生
支
援

事
業
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
今
年
度
は
以
下
の
展
示
が

行
わ
れ
た
。

　
特
別
企
画
展

IK
A

R
I

木
工
舎
の
仕
事
と
家
族
の
個
性

�

12
月
8
日（
日
）～
1
月
12
日（
日
）

 

渡
邉
伊
規
子
（
Ｈ
６　

工
芸
科
卒
）

　

こ
の
た
び
は
「IK

A
RI

木
工
舎
の
仕
事
と
家
族

の
個
性
」
と
題
し
て
展
示
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
校
の
工
芸
科
で
木
工
を
学
び
、

職
業
訓
練
校
な
ど
を
経
て
自
分
で

工
房
を
構
え
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

25
年
間
、
私
は
木
で
物
を
作
り
続

け
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
青
井
記
念
館
で
展
示
し
な

い
か
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

美
術
館
で
の
展
示
が
決
ま
り
、
一
番
の
不
安
は
会
場
の

広
さ
で
し
た
。
私
の
最
近
の
活
動
は
小
物
の
制
作
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が
多
く
、
大
き
な
作
品
を
制
作
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
本
展
で
は
そ
ん
な
私
の
こ
れ
ま

で
の
活
動
に
加
え
、
本
校
の
デ
ザ
イ
ン
・
絵
画
科
に
在
学

中
の
子
ど
も
た
ち
の
作
品
、
元
ガ
ラ
ス
作
家
の
夫
の
作
品

を
展
示
し
、
家
族
展
と
い
う
構
成
に
し
ま
し
た
。
会
場
に

は
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
表
れ
て
い
る
作
品
た
ち
が
並
び
、

広
く
感
じ
て
い
た
会
場
も
賑
や
か
に
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
き
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
制

作
活
動
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

野
彩
乃
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
個
展

開
催
の
き
っ
か
け
は
、
先
生
に
「
や
っ

て
み
な
い
？
」
と
声
を
か
け
て
頂
い
た

こ
と
で
す
。
私
は
個
展
の
夢
を
実
現
で

き
る
と
思
い
、
嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
。

個
展
の
準
備
中
は
、
全
て
１
人
で
行
お

う
と
一
生
懸
命
で
し
た
。
し
か
し
、
学

校
生
活
と
個
展
準
備
の
両
立
が
段
々
と

厳
し
く
な
り
、「
本
当
に
で
き
る
の
か
な
」
と
不
安
を
抱
え

て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、友
人
た
ち
が「
手
伝
う
よ
」「
も
っ

と
頼
っ
て
」
と
言
っ
て
、
準
備
を
手
伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
人
と
の
繋
が
り
の
大
切
さ
を
、
改
め
て
実
感
し
ま
し

た
。
個
展
の
作
品
搬
入
で
は
友
人
た
ち
と
協
力
し
、
作
品

の
活
か
し
方
を
考
え
な
が
ら
『
鑑
賞
す
る
人
側
の
目
線
』

を
意
識
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
個
展
開

催
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
先
生
方
、
友
人
達
、
温
か
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
届
け
て
く
れ
た
来
場
者
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

12
月
８
日（
日
）～
１
月
12
日（
日
）
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新
宅　

惠
介

22
Ｈ　

得
能　

竜
雅

22
Ｈ　

屯
所　

毘
人

　

今
回
初
め
て
の
写
真
部
三
人
で
の
個
展
を
し
て
、
同
じ

ク
ラ
ス
の
人
や
違
う
ク
ラ
ス
、
学
年
の
人
、
外
部
の
方
な

ど
に
自
分
た
ち
の
作
品
を
見
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
て
い

い
経
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
が
思
っ
て
い
た
よ
り
も
多

く
の
人
が
見
に
来
ら
れ
て
「
こ
の
写
真

が
素
敵
だ
っ
た
」
や
「
こ
の
写
真
が
好

き
」
な
ど
感
想
を
書
い
て
く
れ
て
、
こ

れ
か
ら
の
活
動
に
自
信
を
も
っ
て
取
り

組
ん
で
い
け
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
個
展
を
通
し
て
初
め

て
の
経
験
だ
っ
た
の
で
最
初
は
ど
の
よ
う
に
飾
る
の
か
、

ど
ん
な
写
真
に
す
る
か
迷
い
、
見
に
来
て
く
れ
る
人
は
い

る
の
か
不
安
に
な
っ
た
け
れ
ど
個
展
が
終
わ
っ
て
み
て
自

分
た
ち
が
思
っ
て
い
た
よ
り
も
い
い
出
来
に
な
っ
て
、
大

成
功
だ
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
個
展
で
た
く
さ
ん
の
人
に
自
分
た
ち
の
写
真
を

見
せ
て
た
く
さ
ん
の
良
か
っ
た
と
い
う
感
想
を
も
ら
え
た

の
で
開
催
し
て
よ
か
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
経
験
を
生
か
し
て
こ
れ
か
ら
も
い
い
写
真
を
撮
っ

て
ま
た
、
第
二
回
を
開
催
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
も
し
次
も
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
今

回
の
個
展
で
も
っ
と
こ
う
し
た
ら
良
か
っ
た
と
思
っ
た
と

こ
ろ
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

はぐくみ会だより （6）はぐくみ会だより （6）

＊青井記念館のホームページを開設しております。
http://kogei-h.el.tym.ed.jp/

富
山
県
立
高
岡
工
芸
高
等
学
校

青
井
記
念
館
美
術
館
は
ぐ
く
み
会

　
　

住　

所�

〠
933
︱

8518�

高
岡
市
中
川
一
︱

一
︱

二
〇

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ�

（
〇
七
六
六
）二
一
︱

一
六
三
〇

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ�

（
〇
七
六
六
）二
二
︱

一
六
三
一

編
集
発
行


